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平
成
26
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
で

は
、
歳
入
八
十
九
億
五
千
六
百
四
十
六
万
円

と
な
り
、
前
年
度
百
二
十
五
億
二
千
六
百
六

十
三
万
円
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
は
三
十
五

億
七
千
十
七
万
円
、
割
合
に
し
て
、
二
十

八
・
五
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
八
十
五
億
九
千
二
十
九
万
円
で

前
年
度
の
百
二
十
億
四
千
五
百
八
十
五
万
円

と
比
べ
て
金
額
で
は
三
十
四
億
五
千
五
百
五

十
六
万
円
、
割
合
に
し
て
二
十
八
・
七
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
く
と
三
億
六
千
六
百

十
七
万
円
が
残
り
、
こ
の
中
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
お
金
六
千
六
百
八
十
五
万
円
を
引

く
と
二
億
九
千
九
百
三
十
二
万
円
が
残
り
ま

す
。
こ
の
金
額
が
平
成
26
年
度
の
黒
字
額
と

な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
昨
年
度
に
土
地
開
発
公

社
に
お
け
る
解
散
の
手
続
き
が
完
了
し
た
こ

と
で
、
一
時
的
に
増
加
し
て
い
た
歳
入
歳
出

総
額
が
減
少
し
、
例
年
並
み
の
決
算
総
額
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
さ
さ
ゆ
り
台
周
辺
の

開
発
等
に
伴
い
町
税
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
役
場
庁
舎
の

耐
震
補
強
事
業
、
将
来
の
公
債
費
負
担
の
軽

減
を
目
的
と
し
た
繰
上
償
還
等
の
費
用
が
あ

り
ま
す
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
な
ど
特
定
の
事

業
の
た
め
に
、
町
の
通
常
の
経
費
と
は
別
に

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
運
営
す
る
特
別
会
計
も
、
五
会
計
全
て
が

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
会
計

上
牧
町
の
公
営
事
業
と
し
て
水
道
事
業
が

あ
り
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
水
道

料
金
の
収
入（
事
業
収
益
）に
よ
り
民
間
企
業

の
よ
う
に
運
営
を
行
っ
て
い
る
水
道
事
業
の

決
算
は
、
収
益
的
収
支
と
資
本
的
収
支
に
分

け
ら
れ
、
収
益
的
収
支
は
経
営
状
況
を
、
資

本
的
収
支
は
建
設
投
資
の
状
況
を
表
し
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
度
決
算
報
告

今
年
も
全
て
の
会
計
で
黒
字

今
年
も
全
て
の
会
計
で
黒
字

今
年
も
全
て
の
会
計
で
黒
字
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■平成26年度歳入歳出決算　平成26年度の一般会計歳入歳出決算の内訳は、下のグラフのとおりです。

一
人
あ
た
り
九
万
三
千
円
の
税
負
担
で

　    

三
十
三
万
九
千
円
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
！

　　町
の
歳
入
は
、
町
税
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
使
っ
て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　歳
出
は
、
比
率
の
高
い
順
に
、
民
生
費
、
公
債
費
、
総
務
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町民１人あたりに
換算すると…

行政サービス

33万9千円

9万3千円

税金

（歳出は、目的ごとに区分したものと、性質ごとに区分したものの2種類のグラフがあります。）歳　出 85億9,029万円

歳　入 89億5,646万円

【目的別】 【性質別】

町民税、固定資産税など
（町税）

21億5,452万円
（24.1%）

国から入ってくる
使い道が自由なお金
（地方交付税）
25億9,113万円
（28.9%）

子ども・高齢者・障害者
などの福祉支援
（民生費）
22億1,906万円
（25.8%）

借入金の返済等
（公債費）
21億5,912万円
（25.1%）

借入金の返済
（公債費）

21億1,786万円（24.6%）

人件費
16億1,392万円
（18.8%）

普通建設事業費
10億8,731万円
（12.7%）

庁舎管理などの役場運営
（総務費）
16億7,904万円
（19.6%）

投
資
的
経
費

一
般
行
政
経
費

義
務
的
経
費

町議会運営・勤労者支援など
（議会費、労働費など）

1億5,387万円
（1.8%）

消防・救急・防災活動など
（消防費）
3億2,434万円
（3.8%）

道路・公園などの整備
（土木費）
5億27万円
（5.8%）

健康増進やごみ処理など
（衛生費）
6億9,825万円
（8.1%）

教育・文化の振興
（教育費）
8億5,634万円
（10.0%）

積立金ほか
2億9,233万円
（3.4%）

補助金など
7億454万円
（8.2%）

特別会計への支出
（繰出金）
8億2,761万円
（9.6%）

物件費
8億2,484万円
（9.6%）

国
県
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
や

借
入
金
な
ど
。
平
成
　
　
年
度
は

歳
入
の
約
3
分
の
2
と
な
り
、
国

や
県
の
決
定
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

町
税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、

町
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る

お
金
。
平
成
　
　
年
度
は
全
体

の
約
3
分
の
1
で
す
。

依
存
財
源

自
主
財
源

交付金ほか
3億2,158万円
（3.6%）

国・県から入ってくる使い
道が指定されているお金
（国県支出金）
12億2,493万円
（13.7%）

借入金
（町債）

15億7,045万円
（17.5%）

繰入金・繰越金・
使用料・手数料ほか
10億9,385万円
（12.2%）

26

26

児童手当など
（扶助費）
11億2,188万円
（13.1%）
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■議会インターネット配信導入事業 … 242万円
町民に開かれた議会の実現に向けて積極的な情報公開
を推進するため、議会のインターネット中継を開始し
ました。

■議会タブレット導入事業 … 134万円
議会改革の一環として、議会内情報伝達、災害時緊急
連絡、調査時情報連絡、議会資料等閲覧を目的にタブ
レット端末を導入しました。議会資料のペーパーレス
化や通信手段の効率化が図られます。

■上牧町役場庁舎整備事業 … 5億5,385万円
役場庁舎の耐震補強及び改修工事を行いました。改修
工事にはバリアフリー化を目的としたエレベータの設
置や環境問題への取組みとして、CO2削減に貢献する
ための太陽光パネルの設置等があります。

■滝川における清らかな水辺の創造計画策定事業 … 128万円
滝川に親水機能を持たせたふれあいと憩いの場所を創
り出すべく、平成25年度に基礎調査（アンケート調査
等）を実施しており、平成26年度は河川整備のための
調査、整備イメージの作成、調査報告や整備イメージ
の共有化を図るためのシンポジウムの開催というプロ
セスを経て、滝川における清らかな水辺の創造計画を
策定しました。

■子ども・子育て支援事業計画策定事業 … 359万円
子ども・子育て関連3法に基づく新制度の施行に伴い、
上牧町における子ども・子育て支援施策を総合的かつ
効率的に推進するため、子ども・子育て支援事業計画
を策定しました。

■子宮がん、乳がん無料検診 … 641万円
平成21～25年度に実施していたがん検診推進事業が
終了し、平成26年度は「働く世代の女性支援のための
がん検診推進事業」に移行しました。平成21年度対象
者に無料クーポン券を郵送し、平成22～24年度対象
者にはハガキで受診勧奨し希望者に無料クーポン券を
発行しました。

■廃棄物減量化推進事業 … 1,026万円
平成26年度から新たに20リットルの可燃用ごみ袋を
追加しました。住民が個々の生活状況に対応でき、ご
みの減量化が図れます。

■道路整備工事 … 7,265万円
交通量の増加に伴い、道路の老朽化が進んでいる状況
であり、損傷状況や道路の利用頻度を踏まえて、補修
工事を計画的に実施しています。

■上牧町（役場下）交差点渋滞対策工事 … 1,992万円
都市計画道路の下牧高田線は町の中心道路である県道
と連絡する幹線道路であり、渋滞が発生していること
からその緩和を目的として効果的な対策を講じて交通
の円滑化を図りました。

■服部台明星線道路整備事業 … 939万円
幹線道路を整備し、コミュニティ形成機能及び主要施
設へのアクセス性の強化と健全な市街地を形成するこ
とで、地域住民の利便性・快適性の向上と交通の円滑
化を図ります。

■小規模住宅地区道路改良事業 … 2,362万円
北上牧南地区について、道路・緑地等が未整備な状況
であり、消防車等の緊急自動車がスムーズに通行でき
るような道路拡幅整備や急傾斜地における安全な緑地
化としての整備を行っています。

■災害時対応指導者育成支援事業 … 97万円
大規模な地震等の災害時における防災士及び消防団員
等の「知識・判断・行動」などの総合的な対応力を身に
つけることを目的として、災害対応指導者等の安全確
保及び災害対応能力の向上を図るため、机上における
災害図上訓練を実施しました。

■上牧小学校整備事業 … 1億8,076万円
上牧小学校の耐震化及び老朽化が著しい教室やトイレ
等の改修工事を行いました。

■文化財保護事業 … 1,289万円
平成24年度から3カ年計画で久渡古墳群（松里園地区）
の発掘調査を実施しています。平成26年度は調査及び
上牧久渡古墳群発掘調査報告書の刊行を行いました。

■公共下水道事業 … 9,803万円
梅ヶ丘地区及び服部台地区の一部において、面的整備
が完成し、桜ヶ丘地区においては、不良管路の改築を
実施しました。また、片岡台地区における下水道長寿
命化計画策定に伴う管路調査診断業務を実施しまし
た。

■梅ヶ丘地区内配水管更新工事 … 1,562万円
平成24年度から 公共下水道事業とともに配水管の整
備を行い、平成26年度で完工しました。同地区の配水
管すべてを耐震管に更新でき、水道の安定供給ととも
に震災対策も行えました。

土木費

水道費

平成26年度
主な取り組み
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議会費

消防費

教育費

下水道費

総務費

民生費

衛生費



（単位：％）

指　標　名 早期健全化基準

-

-

13.2

15.00

20.00

25.0

350.0188.9

上牧町（平成26年度）

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

平
成
19
年
６
月
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
事
を
目
的
に

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
五
つ
の
財
政
指
標
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
指

標
が
基
準
値
を
超
過
し
た
と
き
に
は
、
財
政
健
全
化
の
た
め

の
計
画
策
定
や
地
方
債
の
発
行
制
限
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（単位：％）

特別会計の名称 経営健全化基準

-

-

20.0

20.0

上牧町（平成26年度）

　水道事業会計

　下水道事業特別会計

※①②については、実質赤字額と連結実質赤字額がないため「ー」で表示しています。

①実質赤字比率：一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示します。

②連結実質赤字比率：一般会計等だけでなく、国民健康保険事業、介護保険事業などの特別会

計や水道事業、下水道事業などの公営企業会計も含めた上牧町全体の赤字や黒字を合算し、

上牧町の赤字の程度を指標化し、地方公共団体運営の深刻度を示します。

③実質公債費比率：一般会計等の公債費（借金の返済額）だけでなく、公営企業会計などの公債

費に充てるための繰出金や葛城地区清掃事務組合、静香苑環境施設組合等に係る公債費に対す

る負担金なども含めた実質的な公債費の額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

④将来負担比率：地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のあ

る負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、数値が大きくなるほど将来見込まれる負

担が大きく、将来の財政運営を圧迫する可能性の高さを示します。

※資金不足が生じていないため「ー」で表示しています。

・資金不足比率：公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し

て指標化し、経営状態の深刻度を示します。

平
成
26
年
度

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

万円単位以下は端数切捨て

■基金の内訳 ■町債の状況（平成26年度末現在高） 

財政調整基金 一般会計10億8,125万円 138億5,129万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

合　　　　　　計

1,580万円

41億3,240万円

1億1,167万円

181億1,116万円

減債基金 4万円

公共施設整備基金 114万円

その他の基金 878万円

住宅新築資金等貸付事業基金 1,743万円

国民健康保険財政調整基金 4億5,779万円

介護給付費準備基金 8,295万円

長寿社会福祉基金 1,492万円

合　　　　　　　計 16億6,430万円

一
般
会
計

特
別
会
計

資金不足比率

健全化判断比率
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上牧久渡古墳群
国史跡指定
上牧久渡古墳群
国史跡指定

平
成
24
年
度
か
ら
３
か
年
計
画

で
国
や
奈
良
県
の
補
助
金
を
活
用

し
、発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
年
６
月
の
文
化
審
議
会
で
、

国
の
文
化
財
(史
跡
)指
定
の
答
申
が

文
部
科
学
大
臣
に
さ
れ
、
上
牧
久

渡
古
墳
群
が
国
史
跡
指
定
と
し
て
、

10
月
７
日
に
官
報
告
示
さ
れ
決
定

し
ま
し
た
。

◎
上
牧
久
渡
古
墳
群
と
は
？

上
牧
久
渡
古
墳
群
は
、
松
里
園
地
区

の
久
渡
山
に
所
在
し
、
葛
下
川
を
見
下

ろ
す
標
高
約
70
ｍ
の
半
独
立
丘
陵
で
す
。

画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡
が
出
土
し
た
上

牧
久
渡
３
号
墳
を
は
じ
め
と
す
る
７
基

の
古
墳
が
存
在
し
ま
す
。
上
牧
久
渡
２

号
墳
は
、
平
成
23
年
度
に
発
見
さ
れ
た

飛
鳥
時
代
の
古
墳
で
、
丘
陵
の
南
斜
面

に
立
地
し
て
い
ま
す
。
奈
良
県
で
こ
の

よ
う
な
古
墳
が
新
た
に
見
つ
か
る
の
は

珍
し
い
こ
と
で
す
。

◎
史
跡
指
定
と
は
？

貝
塚
・
城
跡
・
集
落
跡
・
古
墳
な
ど

の
遺
跡
の
う
ち
、
歴
史
・
学
術
上
価
値

の
高
い
も
の
が
指
定
さ
れ
ま
す
。
全
国

で
約
１
，８
０
０
件
、
奈
良
県
で
１
２
２

件
(平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
)が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
牧
町
で
は
上
牧
久
渡

古
墳
群
が
初
め
て
で
す
。

◎
史
跡
指
定
の
今
後
は
ど
う
な
る
の
？

住
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
交

え
な
が
ら
保
存
計
画
を
策
定
し
、
史
跡

公
園
に
向
け
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。
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①
上
牧
久
渡
１
号
墳

古
墳
群
の
な
か
で
は
最
高
所
に

あ
り
、
全
長
約
60
ｍ
の
前
方
後
円

墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
築
造
時
期

の
確
定
は
困
難
で
す
が
、
立
地
か

ら
み
て
古
墳
群
の
な
か
で
は
早
い

築
造
で
あ
る
の
は
確
実
で
す
。

②
上
牧
久
渡
２
号
墳

埋
葬
施
設
は
輝
石
安
山
岩
を
用

い
た
横
穴
式
石
室
で
す
。
石
室
は

近
代
以
降
に
石
材
採
取
の
た
め
大

部
分
が
抜
き
と
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
石
室
内
床
面
に
は
凝
灰
岩
を

敷
き
詰
め
る
と
い
う
例
の
な
い
構

築
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
室
の
全

長
は
９
ｍ
と
思
わ
れ
ま
す
。
石
室

東
の
墳
丘
に
は
凝
灰
岩
製
の
箱
式

石
棺
が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
墳

丘
の
南
側
で
は
石
組
み
の
排
水
溝

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

③
上
牧
久
渡
３
号
墳

丘
陵
北
側
に
突
出
す
る
尾
根
の

先
端
に
位
置
し
、
上
牧
久
渡
４
号

墳
築
造
時
に
一
部
破
壊
さ
れ
て
い

ま
す
。
埋
葬
施
設
は
組
合
式
木
棺

が
３
基
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
木

棺
直
葬
で
す
。
小
規
模
な
古
墳
で

す
が
、
画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡

(中
国
鏡
)と
鉄
製
武
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

④
上
牧
久
渡
４
号
墳

上
牧
久
渡
３
号
墳
の
一
部
を
削

り
、
重
複
し
て
築
造
さ
れ
て
い
ま

す
。
埋
葬
施
設
は
木
棺
１
基
が
直

葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
棺
上
か
ら

須
恵
器
が
６
点
ま
と
ま
っ
て
出
土

し
、
棺
外
か
ら
は
滑
石
製
臼
玉
が

５
点
出
土
し
ま
し
た
。

⑤
上
牧
久
渡
５
号
墳

古
墳
群
が
所
在
す
る
丘
陵
の
西

側
斜
面
の
張
り
出
し
を
利
用
し
て

築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
埋
葬
施
設

は
２
基
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
周
溝

内
で
は
須
恵
器
、
土
師
器
、
サ
ヌ

カ
イ
ト
の
破
片
お
よ
び
銅
鏡
片
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

⑥
上
牧
久
渡
６
号
墳

古
墳
の
周
溝
か
ら
飛
鳥
時
代
の

平
瓦
が
出
土
し
ま
し
た
。

⑦
上
牧
久
渡
７
号
墳

現
在
未
調
査
で
す
。

⑧
上
牧
久
渡
遺
跡

上
牧
久
渡
１
号
墳
の
調
査
時

に
、
墳
丘
下
に
遺
物
含
有
層
が
あ

り
、
溝
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
存
在

し
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
石
鏃
・
剥

片
や
多
く
の
土
器
細
片
が
出
土
し

ま
し
た
。

上
牧
久
渡
古
墳
群
　

国
史
跡
指
定
記
念
講
演
会
を

開
催

▼
と
　
き

11
月
21
日
(土
)　
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で

(展
示
は
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
30

分
ま
で
)　

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　

多
目
的
室

▼
内
　
容

《
講
　
演
》

・
上
牧
町
の
考
古
学
こ
と
は
じ
め

（
ー
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
収
蔵
庫
か
ら
ー
）

ト
部
行
弘
さ
ん
(奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
)　

・
上
牧
久
渡
古
墳
群
発
掘
調
査
の
報
告

関
川
尚
功
(上
牧
町
教
育
委
員
会
)

《
展
　
示
》

多
目
的
室
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
展
示

し
ま
す
。

画
文
帯
神
獣
鏡
・
銅
鐸
(レ
プ
リ
カ
)

な
ど
、
そ
の
他
、
パ
ネ
ル
・
写
真
を
掲

示
予
定

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
　

☎
役
場
内
線
５
１
６
番

お
知
ら
せ

２号墳　石室全景（南より）

画文帯環状乳神獣鏡

３号墳出土　鉄製品
（鉄剣・鉄槍・鉄鏃）



平
成
27
年「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
関
係
功
労
者
表
彰
式
」が
、

10
月
５
日
総
理
大
臣
官
邸
で
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
や
、
住
民
の
防
犯
意
識
の
醸
成
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

た
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
西

大
和
６
自
治
会
連
絡
会
が
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
地

域
社
会
に
お
け
る
防
犯
活
動
の
推
進
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
な
功
績

又
は
功
労
の
あ
っ
た
団
体
又
は
個
人
を
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
平

成
14
年
、
片
岡
台
、
桜
ヶ
丘
の
６
自
治
会
が
一
つ
に
な
っ
て
、
防

犯
・
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と「
西
大

和
６
自
治
会
連
絡
会
」を

結
成
。「
無
理
せ
ず
で
き

る
こ
と
か
ら
」「
日
常
生

活
の
中
で
防
犯
意
識
を

育
む
」な
ど
を
基
本
姿
勢

に
活
動
。「
継
続
は
力
な

り
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ

れ
ま
で
地
道
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
代
表
世
話
人
の

西
村
一
朗
さ
ん
は
、「
何

も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
出
発
し
、
一
つ
の
道

に
な
っ
た
。
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
肝
心
。
今

後
も
住
民
目
線
で
活
動

を
続
け
て
行
く
」と
受
賞

の
喜
び
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

「
日
々
の
ご
尽
力
に
敬
意
」内
閣
総
理
大
臣
か
ら
表
彰

ー
西
大
和
６
自
治
会
連
絡
会
ー

地
域
の
施
策
や
今
後
の
課
題
な
ど
の
報
告
や
、
意

見
交
換
を
行
う
、
第
２
回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
(奈
良

県
主
催
)が
９
月
22
日
、
三
郷
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
荒
井
知
事
を
は
じ
め
、
三
郷
、

上
牧
、
王
寺
、
河
合
の
各
町
長
と
、
テ
ー
マ
に
お
け

る
専
門
家
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
施
策
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
①「
健
康
・
医
療
・
介
護
」で
、

今
中
町
長
は
、「
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
体
操
教
室
を

広
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
、
な
か
ま
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
若
さ
を
維
持
す
る
体
操
教
室
を
推
進
し
た

い
」と
し
、
テ
ー
マ
②「
協
働
と
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
・
奈
良
モ
デ
ル
」で
は
、「
安
全
・
安
心
で
楽
し
く

憩
え
る
ま
ち
づ
く
り
」と
し
た
う
え
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
楽
ま
ち
」や
、
大
学
な
ど
と
連
携
し
、
滝
川
を
住

民
が
憩
え
る
場
所
に
つ
く
り
あ
げ
て
行
き
た
い
」と
、

こ
れ
か
ら
の
施
策
を
報
告
し
ま
し
た
。

首
長
が
施
策
な
ど
を
報
告

知
事
を
交
え「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

８
月
31
日
、「
第
１
回
地
方
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
及
び
地
方
版
総
合
戦
略
審
議
会
」、

「
第
１
回
上
牧
町
総
合
計
画
審
議
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
公
募
住
民
７
名
を
含
む
、
そ
れ

ぞ
れ
の
審
議
会
の
委
員
に
今
中
町
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

長
・
副
委
員
長
の
選
出
後
、
両
計
画
策

定
の
基
本
方
針
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
の
説
明

の
後
、
現
状
認
識
の
た
め
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
町
職
員
で
構
成
す
る
両
計

画
の
策
定
委
員
会
お
よ
び
同
委
員
会
の

補
助
機
関
で
あ
る
専
門
部
門
に
お
い
て

検
討
、
素
案
の
作
成
を
行
い
、
審
議
会

で
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
審
議
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、

議
事
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役
場

政
策
調
整
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
問
合
先

政
策
調
整
課

☎
役
場
内
線
２
３
７
・
２
３
８
番

「
上
牧
町
総
合
計
画
審

議
会
」・「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版
総

合
戦
略
審
議
会
」開
催
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安倍内閣総理大臣から表彰状を授与される代表世話人の西村さん（右）（首相官邸）

施策を報告する今中町長（中央）



犯
罪
発
生
件
数
ゼ
ロ
と
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
す「
犯
罪
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
１
０
０
日
作
戦
」と「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」(西
和
地
区
防
犯
協
議
会
・
西

和
警
察
署
主
催
)の
出
発
式
が
９
月
23
日
、
ア
ピ
タ
西
大
和
店
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
西
和
地
区
７
町
の
町
長
を
は
じ
め
、
地
域
の
防
犯
・
交
通
安
全
の
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
さ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
の
挨
拶
で
、
川
口
西
和
警
察
署
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
に
お
け
る

犯
罪
発
生
件
数
や
、
交
通
事
故
件
数
な
ど
を
報
告
し
、「
警
察
と
行
政
・
地
域
の

み
な
さ
ん
と
連
携
、
結
束
し
て
、
さ
ら
に
安
全
で
安
心
し
た
地
域
を
め
ざ
し
た

い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
４
日
に
は
、
上
牧
町
自
治
連
合
会
防
犯
活
動
出
発
式
が
役
場
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
に
は
、
今
中
町
長
を
は
じ
め
、
川
口
西
和
警
察
署

長
が
出
席
さ
れ
、
町
内
23
自
治
会
か
ら
80
人
が
参
加
。「
み
ん
な
で
築
こ
う
安
心

か
ん
ま
き
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
エ
イ
 エ
イ
 オ
ー
」コ
ー
ル
で
士
気
を
高
め
、

年
末
ま
で
の
防
犯
強
化
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
致
結
束
で
、
犯
罪
・
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

犯
罪
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
日
作
戦

秋
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式

上
牧
町
自
治
連
合
会
防
犯
活
動
出
発
式

体
操
を
通
し
て
地
域
の
高
齢
者
の

健
康
や
体
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
そ
の
体
操
教
室
の
指
導
者
を

養
成
す
る「
若
さ
を
維
持
す
る
体
操
教

室
指
導
者
養
成
研
修
会
」の
開
講
式
が

10
月
５
日
に
行
わ
れ
、
28
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

研
修
は
、
翌
年
１
月
ま
で
、
週
１

回
の
予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
79
ー
２
０
２
０

体
操
を
す
る
こ
と
で

健
康
寿
命
を
伸
ば
す

若
さ
を
維
持
す
る
体
操
教
室

指
導
者
養
成
研
修
会

10
月
６
日
、「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」を
役

場
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」を
啓
発
す
る

た
め
に
、
町
内
の
小・中
学
校
へ
参
加

を
呼
び
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

３
３
７
点
の
応
募
作
品
の
な
か
か

ら
、
優
秀
な
作
品
に
贈
ら
れ
る
上
牧

町
長
表
彰
に
、
上
牧
第
二
小
学
校
５

年
生
の
今
池
美
羽
さ
ん
、
上
牧
中
学

校
２
年
生
の
塩
見
翔
平
さ
ん
が
、
委

員
長
表
彰
に
は
、
上
牧
第
二
小
学
校

５
年
生
の
田
中
亜
季
さ
ん
、
上
牧
中

学
校
２
年
生
の
大
内
田
加
奈
さ
ん
の

作
品
の
ほ
か
佳
作
６
作
品
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
入
選
作
品
決
定

9
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犯罪ゼロ・チャレンジ100日作戦出発式
秋の交通安全運動出発式
（アピタ西大和駐車場）

上牧町自治連合会防犯活動出発式（役場前）

開校式であいさつをする山原講師

受賞されたみなさん
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町
議
会
は
12
月
７
日
(月
)か
ら

第
４
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

７
日（
月
)の
午
前
10
時
か
ら
開
会
し
ま
す
。

会
期
日
程
に
つ
い
て
は
12
月
３
日
(木
)

午
前
10
時
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決

ま
り
ま
す
。　

会
議
日
程
の
お
問
合
せ
は
議
会
事
務
局
へ
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

☎
役
場
内
線
３
０
４
番

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

西
和
消
防
署
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運

動（
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
)の
行
事
の

一
環
と
し
て
、「
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
お
宅
へ
の
防
火
訪
問
」を
行
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
、
ま

た
火
の
取
り
扱
い
の
注
意
や
暖
房
機
器
の

確
認
な
ど
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
と
ふ
れ

合
う
な
か
で
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。

＊
訪
問
職
員
は
｢消
防
公
務
証
｣を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
提
示
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

西
和
消
防
署
予
防
課

☎
73
ー
１
０
０
１

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」開
設
(無
料
)

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

職
員
が
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
16
日
(月
)か
ら
22
日
(日
)ま

で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
と
土
・
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

▼
対
　
象

県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

▼
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０（
Ｉ
Ｐ
電

話
使
用
不
可
）

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

11
月
は
固
定
資
産
税
(第
３
期
)と
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
お
よ
び
介
護

保
険
料
(第
５
期
)の
納
期
月
で
す
。

※
納
期
限
は
11
月
30
日
(月
)で
す
。

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な
さ

ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納
付
す

る「
自
主
納
付
」が
基
本
で
す
。
納
付
に
は
、

納
付
書
記
載
の
納
付
場
所
で
納
め
る
方
法
と
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に
は
、

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
ま
で
に
納
付
出
来
な
い
場
合
は
、

早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼
申
込
方
法

申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印
鑑

を
持
参
し
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
手
続
き
完
了
ま
で
、
３

週
間
以
上
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
替
日

各
納
期
限
月
の
末
日
(末
日
が
休

日
、
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
)

▼
問
合
先

徴
収
課
　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
!!

11
月
25
日
(水
)か
ら
12
月
１
日
(火
)は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。
地
域
社
会
で

被
害
者
を
支
え
る
と
共
に
、
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
犯
罪
と
対
決
す
る
気
運
を
高
め

「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
、「
犯
罪
被
害
者
支
援
奈
良
県
民
の
つ

ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
27
日
(金
)午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
30
分
ま
で
(午
後
１
時
開
場
)

▼
と
こ
ろ

大
和
郡
山
城
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

特
別
講
演
　
講
師
　
入
江
杏
子
さ
ん

演
題「
突
然
の
別
れ
と
悲
し
み
か
ら
の
再
生

～
犯
罪
被
害
の
現
場
か
ら
～
」

奈
良
県
警
察
音
楽
隊
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ

ー
ト
・
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
ま
ほ

ろ
ば
」に
よ
る
演
奏
な
ど

▼
奈
良
県
・
奈
良
県
警
察
・
公
益
社
団
法
人

な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
先

奈
良
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー
ビ

ス
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室
　
☎
０
７
４
２

ー
23
ー
０
１
１
０

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
!!

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。

★
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
24
時
間
対
応
）

(電
話
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
)

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

連
絡
者
・
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で

は
、
下
水
道
法
に
よ
り
台
所
や
風
呂
場
な

ど
の
生
活
排
水
は
遅
滞
な
く
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
を
、
く
み
取
り
便
所
に
つ
い
て

は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
を
し

て
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
部
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る
地
域

で
、
ま
だ
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

お
宅
に
つ
い
て
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
接
続
す
る

と
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
生
活
環

境
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
側
溝
や
河

川
が
き
れ
い
に
な
り
自
然
環
境
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
の
役
割
を
今
一
度
ご
理
解
い
た

だ
き
、
清
潔
で
住
み
よ
い
街
に
す
る
た

め
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
問
合
先

上
下
水
道
課
　
下
水
道
係
　

☎
71
ー
５
２
３
４

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
ご
案
内

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
。

申
請
受
付
は
、
翌
年
２
月
１
日
(月
)ま
で

で
す
。
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
か
た
に
は
、

８
月
５
日
に
申
請
書
を
発
送
済
み
で
す
。

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
か
た
で
、
該

当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
者

本
年
１
月
１
日
現
在
、
上

牧
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
か
た
で
、
本
年

度
分
の
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
か
た
。

※
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

た
の
扶
養
親
族
や
、
生
活
保
護
受
給
者
の

か
た
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

▼
支
給
金
額

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
６
，０
０
０
円

※
年
金
受
給
者
な
ど
に
対
す
る
加
算
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
(住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）。

※
昨
年
度
と
同
じ
受
取
口
座
を
指
定
さ
れ
る

場
合
は
、指
定
口
座
確
認
書
類
は
不
要
で
す
。

★
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
者

本
年
６
月
分
の
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
、
お
よ
び
そ
の

要
件
を
満
た
す
か
た
。

※
特
例
給
付
(昨
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
か
た
で
、
月
額

一
律
５
，０
０
０
円
)の
受
給
者
は
支
給
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
本
年
度
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
い
て
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
か
た
も

対
象
者
に
含
ま
れ
ま
す
。

▼
支
給
金
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
　
３
，０
０
０
円

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
(住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
)。

※
児
童
手
当
の
受
取
口
座
、
ま
た
は
昨
年
度

と
同
じ
受
取
口
座
を
指
定
さ
れ
る
場
合
は
、

確
認
書
類
は
不
要
で
す
。

☆
公
務
員
の
か
た
の
場
合

公
務
員
の
か
た

は
、
職
場
か
ら
の
申
請
書
・
本
人
確
認
書

類
(住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
、
旅
券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認
で
き

る
書
類
(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
)を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

翌
年
２
月
１
日
(月
)ま
で

▼
と
こ
ろ

役
場
１
階
　
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
窓
口

▼
支
給
方
法

申
請
書
記
載
の
指
定
口
座
に

入
金
し
ま
す
。

※
受
付
後
の
審
査
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
不
支
給
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
合
先

役
場
１
階「
臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」窓
口
(福
祉

課
横
)　
☎
76
ー
４
８
０
０
・
76
ー
４
８
０
１

★
給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

公
募
型
補
助
金
の
交
付
事
業

が
決
定

本
年
度
の
上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

公
募
型
補
助
金
交
付
事
業
が
、
上
牧
町
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
公
募
型
補
助
金
審
査
判

定
委
員
会
に
よ
る
審
査
・
判
定
を
経
て
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
事
業
名
】ま
ち
づ
く
り
に
係
わ
る
支
援
事
業

【
団
体
名
】特
定
非
営
利
活
動
法
人

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
会
 

【
事
業
概
要
】平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

３
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
た「
ま
ち
歩
き
」の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
町
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

進
め
方
や
整
備
の
方
向
性
な
ど
を
議
論
す
る
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
広
く
町
民
と
課
題
共
有

し
、
理
解
を
深
め
る
。

【
事
業
費
】７
７
０
，０
０
０
円
(う
ち
補
助
対

象
経
費
　
６
７
０
，０
０
０
円
) 

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】３
０
０
，０
０
０
円
 

【
事
業
名
】災
害
避
難
所
開
設
訓
練
・
子
ど
も

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
実
施
事
業

【
団
体
名
】災
害
避
難
所
開
設
訓
練
実
行
委
員
会
　

【
事
業
概
要
】10
月
24
日
、
25
日
に
上
牧
第
三

小
学
校
ほ
か
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
に
備

え
、
も
し
も
の
時
に
必
要
な
知
識
や
経
験
を

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
と
一
緒
に
学
ぶ

た
め
の「
災
害
避
難
所
開
設
訓
練
・
子
ど
も
サ

バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」を
実
施
す
る
。　

【
事
業
費
】２
０
０
，０
０
０
円
(う
ち
補
助
対

象
経
費
　
２
０
０
，０
０
０
円
) 

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】１
０
０
，０
０
０
円
 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
か
た
お
よ
び
公
的
個

人
認
証
を
さ
れ
て
い
る
か
た

新
規
の
住
基
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
は
、

11
月
30
日
(月
)に
締
め
切
り
ま
す
。

す
で
に
交
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
は
期
限
満
了
日
ま
で
有
効
で
す
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

住
民
課
　
☎
役
場
内
線
１
１
６
番

応
急
手
当
普
及
員
講
習
開
催

応
急
手
当
普
及
員
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
と
は
･･･所
属
す
る
事
業

所
(デ
パ
ー
ト
・
劇
場
・
ホ
テ
ル
な
ど
多
数
の

か
た
の
出
入
り
す
る
事
業
所
)の
従
業
員
や
防

災
組
織
な
ど
の
構
成
員
を
対
象
に
、
消
防
機

関
と
連
携
し
て
、
救
命
講
習
の
指
導
を
実
施

で
き
る
か
た
の
こ
と
で
す
。

▼
と
　
き

翌
年
１
月
20
日
(水
)か
ら
22
日

(金
)ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
ー
１

▼
申
込
期
間

12
月
１
日
(火
)か
ら
21
日
(月
)

ま
で

▼
申
込
場
所

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
各
消
防
署

▼
申
込
方
法

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
実
施
要
領
・
申
込
用
紙
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.naraksk119.jp/

▼
問
合
先

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
・
救
急
部
　
救
急
課
　
☎
０
７
４
４
ー

26
ー
０
１
１
６

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
西
和
消
防
署
　

救
急
課
　
☎
73
ー
１
０
０
１
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11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

１
人
で
も
労
働
者
(パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
も
含
む
)を
雇
っ
た
場
合
、
事
業
主
は
、

労
働
保
険
(労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い
な
い

事
業
主
の
か
た
は
、
従
業
員
の
か
た
が
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
、
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業

安
定
所
(ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
)・
奈
良
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
　
☎
０
７
４
２

ー
32
ー
０
２
０
３

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用

の
一
部
を
助
成

▼
受
診
期
間

５
月
１
日（
金
）か
ら
翌
年
３

月
31
日
(木
)ま
で

※
74
歳
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
75
歳
の
誕
生

日
前
日
ま
で

▼
申
請
期
間

翌
年
３
月
31
日
(木
)ま
で

▼
対
象
者

※
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
か
た

◎
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
(本
年
度
に
40
歳
に
な
る
か
た
も
含
む
)

◎
受
診
日
現
在
、
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す

る
こ
と

◎
申
請
日
現
在
、
納
期
到
来
分
の
国
保
税
を

完
納
し
て
い
る
世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属

し
て
い
る
か
た

◎
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
か
た
。

ま
た
は
、
受
診
予
定
の
な
い
か
た
。
(脳
ド

ッ
ク
の
み
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
特
定

健
康
診
査
は
受
診
可
能
で
す
)

◎
人
間
ド
ッ
ク
結
果
を
特
定
健
康
診
査
、
特

定
保
健
指
導
に
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

▼
助
成
額

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受

診
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
(２
０
，０

０
０
円
を
限
度
と
す
る
)

※
被
保
険
者
１
人
に
つ
き
、
毎
年
５
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
回
限
り

※
同
一
年
度
内
に
お
い
て
、
人
間
ド
ッ
ク
ま

た
は
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
の
助
成
と
な

り
ま
す
。

▼
持
参
品

保
険
証
・
印
鑑
・
特
定
健
康
診

査
受
診
券
　

▼
申
請
場
所

保
険
年
金
課

※
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

保
険
年
金
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
役
場
内
線
１
２
２
番

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
対
策
事
業
予
防
講
演
会

と
肺
年
齢
測
定
会
開
催

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

の
こ
と
で
、
た
ば
こ
病
・
肺
の
生
活
習
慣

病
と
も
言
わ
れ
る
進
行
性
の
肺
疾
患
で

す
。
咳
や
痰
、
労
作
時
の
息
切
れ
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
自
覚
症
状
な
く
進

行
す
る
こ
と
も
多
く
、
近
年
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の

患
者
数
は
増
加
傾
向
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
肺
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き

12
月
５
日
(土
)　
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

広
陵
町
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
　
大

会
議
室
(広
陵
町
笠
１
６
１
ー
２
)

▼
内
　
容

《
肺
年
齢
測
定
会
(肺
機
能
測
定
)》

と
　
き
：
午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

対
象
者
：
県
民
の
か
た
で
現
在
喫
煙
者
・
過

去
喫
煙
者
　
40
名

《
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
予
防
講
演
会
》

と
　
き
：
午
後
２
時
20
分
か
ら
４
時
ま
で

対
象
者
：
一
般
県
民

テ
ー
マ
：
～
肺
の
生
活
習
慣
病
～

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

講
　
師
：
友
田
恒
一
さ
ん
(奈
良
県
立
医
科

大
学
内
科
学
第
二
講
座
)

▼
申
込
方
法

名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話

番
号
・
喫
煙
年
数
・
１
日
喫
煙
本
数
を
記

入
の
上
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
25
日

(水
)ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※
肺
年
齢
測
定
は
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽

選
。
測
定
決
定
者
に
は
、
予
約
券
を
送
付
。

▼
問
合
先

奈
良
県
中
和
保
健
所
健
康
増
進

課
　
健
康
づ
く
り
推
進
係

☎
０
７
４
４
ー
47
ー
２
３
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
７
４
４
ー
48
ー
３
０
３
４

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
を
目
的
と
し
て「
シ
ル
バ
ー
連
合

第
４
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」を
開
催

し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
頭
と
体
の
健
康
づ

く
り
に
、
ふ
れ
あ
い
交
流
を
通
じ
て
の
仲

間
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
と
　
き

11
月
19
日
(木
)午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
(雨
天
順
延
・
11
月
20
日
(金
)）

▼
と
こ
ろ

馬
見
丘
陵
公
園

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
か
た

▼
参
加
費

２
０
０
円

▼
競
技
内
容

男
女
混
合
４
名
で
編
成
し
た

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
全
員
の
得
点
を
競
う

団
体
競
技
。
約
３
km
程
度
の
コ
ー
ス
を
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
、
途
中
に
あ
る
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
を
数
か
所
通
過

し
、
そ
の
得
点
と
所
要
タ
イ
ム
の
得
点
に

よ
り
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

▼
表
彰
(団
体
表
彰
)　

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
・
４
位
・
５
位

▼
申
込
方
法

11
月
６
日
(金
)ま
で
に
、
生

き
活
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
地
区
ク
ラ

ブ
会
長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

特
定
健
康
診
査
は
も
う
受
け
ま

し
た
か
!!

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

静
か
に
進
行
し
ま
す
。
未
然
に
防
ぐ
に
は

健
診
に
よ
る
健
康
管
理
が
決
め
手
で
す
。

年
に
１
回
、
健
診
を
受
け
て
自
分
の
健

康
状
態
を
知
る
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
!!

▼
受
診
期
間

翌
年
１
月
末
ま
で

▼
対
象
者

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

▼
費
　
用

５
０
０
円

▼
内
　
容

問
診
、
身
体
計
測
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
(肥

満
度
)、
腹
囲
(40
歳
か
ら
74
歳
の
か
た
)、

検
尿
(糖
・
蛋
白
)、
血
圧
、
血
液
検
査
(脂

質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
)、

心
電
図
、
医
師
に
よ
る
内
科
診
察

▼
受
診
方
法

①
奈
良
県
登
録
医
療
機
関
に
て
個
別
健
診

②
集
団
健
診
　
11
月

☆
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
か
た

は
、
特
定
健
康
診
査
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
と
特
定
健
康
診
査
は
受

診
可
能
で
す
。

▼
問
合
先

保
険
年
金
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
役
場
内
線
１
２
２
番
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第
28
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
と
　
き

12
月
20
日
(日
)午
前
８
時
か
ら

７
時
30
分
か
ら
受
付
(雨
天
の
場
合
23
日
(祝
))

▼
と
こ
ろ

健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象
者

小
学
４
年
生
以
上
の
か
た

▼
コ
ー
ス

町
内
コ
ー
ス

◎
小
学
生
・（
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
）女
子

3.7
km

◎（
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
）男
子
　
5.4
km

※
交
通
事
情
に
よ
り
、
コ
ー
ス
や
距
離
数
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

11
月
28
日
(土
)ま
で

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

(第
１
町
民
体
育
館
内
・
月
曜
休
館
日
)　
　
　
　
　
　
　
　

☎
78
ー
０
１
１
８

お
口
の
教
室
開
催

い
つ
ま
で
も「
い
き
い
き
」と
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
心
身
の
お
と
ろ
え
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
中
で
も
、
口
腔

な
ど
の
筋
肉
は
食
べ
る
、
飲
む
、
話
す
に

は
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
美
し
い
口
元
の

維
持
や
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
口
腔
内
の
検
診
も
含
め
、
楽

し
く
歯
科
医
と
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま

す
。
は
つ
ら
つ
と
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き

11
月
26
日
(木
)、
12
月
17
日
(木
)、

翌
年
１
月
14
日
(木
)、
２
月
４
日
(木
)の
午
前

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
(４
日
間
受
講
)

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指
導

室
な
ど
(送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
)

▼
定
　
員

先
着
20
名

▼
費
　
用

無
料

▼
申
込
方
法

11
月
９
日
(月
)８
時
30
分
か

ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
も
し
く

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(２
０

０
０
年
会
館
内
)　
☎
79
ー
２
０
２
０

高
齢
者
の
集
い
開
催

健
康
上
牧
21
計
画
の
高
齢
グ
ル
ー
プ
で

は
、
高
齢
者
が
一
同
に
会
し
、
大
勢
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
す
る
こ
と
に
よ
り

元
気
で
楽
し
く
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送

ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ふ
れ
あ
い

交
流
の
場
と
し
て「
高
齢
者
の
集
い
」を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

12
月
１
日
(火
)　
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
内
　
容

☆
火
災
予
防
講
習
　
火
災
予
防
と
そ
の
対
応

ー
西
和
消
防
署
ー

☆
踊
り
・
音
頭
・
南
京
玉
す
だ
れ
　

ー
か
す
み
の
会
ー

☆
カ
ラ
オ
ケ
を
使
っ
て
の
楽
し
い
健
康
体
操

ー
第
一
興
商
ー

☆
演
歌

①
ホ
リ
デ
ー
ジ
ャ
パ
ン
　
歌
手
　
斧
　
宏
次
さ
ん

②
日
本
ク
ラ
ウ
ン
　
歌
手
　
加
奈
さ
ん

▼
費
　
用

無
料

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
申
込
方
法

11
月
17
日
(火
)ま
で
に
生
き

活
き
対
策
課
窓
口
も
し
く
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
の
か
た
は
、
地
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
を
経
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
　
催

健
康
上
牧
21
計
画
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
実
行
委
員
会

▼
後
　
援

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

短
大
生
、
大
学
生
の
み
な
さ
ん
、

地
元
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

卒
業
後
は
地
元
の
奈
良
で
就
職
し
た
い

け
ど
、
奈
良
の
企
業
の
情
報
が
な
い
…
奈

良
の
企
業
を
ど
う
し
た
ら
探
せ
る
か
な
？

地
元
に
ど
ん
な
会
社
が
あ
る
の
か
な
？
…

そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
来
春
卒
業
の
短

大
生
、
大
学
生
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
経

験
豊
富
な
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
(学
生
専
門

の
相
談
職
員
)が
就
職
ま
で
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

▼
問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田
　
専

門
相
談
部
門
　
☎
52
ー
５
８
０
１
　
43
＃

唐
辛
子
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

ま
っ
か
な
唐
辛
子
を
稲
穂
で
編
ん
で
リ

ー
ス
の
形
に
･･･。
玄
関
に
飾
れ
ば
厄
除

け
に
･･･。
柊
の
葉
と
リ
ボ
ン
を
付
け
れ

ば
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
に
･･･。

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
26
日
(木
)午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指
導
室

▼
定
　
員

先
着
20
名

▼
参
加
費

２
０
０
円

▼
申
込
方
法

11
月
９
日
(月
)８
時
30
分
か

ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
窓
口
も
し
く

は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

第
２
回
い
き
い
き
会
開
催

み
な
さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
い
き
い
き
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
９
日
(月
)正
午
か
ら

▼
内
　
容

お
食
事
会
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
か
た

▼
費
　
用

１
，０
０
０
円

▼
申
込
方
法

11
月
２
日
(月
)ま
で
に
、
生

き
活
き
対
策
課
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
は
地
区
会
長
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

法
律
講
座
開
催
(無
料
)

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
住
民
の
み

な
さ
ん
に
法
的
知
識
の
普
及
を
図
る
た

め
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
法
律
講
座
を
開

催
。
弁
護
士
が
講
師
と
な
っ
て
わ
か
り
や

す
く
講
義
し
ま
す
。

▼
内
容
・
と
き

☆
交
通
事
故

11
月
14
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

☆
労
働
問
題

12
月
12
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込
方
法

希
望
講
座
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
名
前
(ふ
り
が
な
)・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会
　
〒
６
３
０
ー

８
２
３
７
　
奈
良
市
中
筋
町
22
ー
１
　

☎
０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
７
４
２
ー
23
ー
８
３
１
９
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校
内
作
品
展
作
品
募
集

ー
西
和
養
護
学
校
ー

校
内
作
品
展
を
翌
年
１
月
30
日
(土
)に
開

催
し
ま
す
。
地
域
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
す
る

作
品
を
町
民
の
か
た
か
ら
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
お
越
し
い
た

だ
け
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
と
　
き

翌
年
１
月
30
日
(土
)

▼
と
こ
ろ

西
和
養
護
学
校

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
か
た

▼
応
募
種
目

絵
画
・
工
芸
・
手
芸
・
書
道
な

ど
、
壁
や
机
を
使
っ
て
展
示
で
き
る
も
の
。

１
人
３
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
期
間

翌
年
１
月
15
日
(金
)ま
で

▼
問
合
先

西
和
養
護
学
校

☎
73
ー
２
１
１
１

上
牧
町
職
員
募
集

来
年
度
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
保
健
師
　
　
　
１
名

・
学
校
栄
養
士
　
１
名

・
幼
稚
園
教
諭
　
１
名

▼
受
験
資
格
な
ど

・
保
健
師
　
　
　
保
健
師
免
許
証
　

・
学
校
栄
養
士
　
栄
養
教
諭
免
許
状
、

管
理
栄
養
士
免
許
証
、　

栄
養
士
免
許
証
の
い
ず
れ
か

・
幼
稚
園
教
諭
　
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
　

を
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
人
で
、
昭
和
45
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
　

▼
試
験
日
時
・
場
所
な
ど

《
第
１
次
試
験
》　
適
性
検
査
　

11
月
29
日
(日
)　
午
前
９
時
か
ら
11
時
30

分
ま
で
(受
付
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
９
時

ま
で
)・
上
牧
町
役
場

合
格
発
表
　
12
月
上
旬

《
第
２
次
試
験
》　
面
接
試
験
(個
別
)　

12
月
中
旬
予
定

合
格
発
表
　
12
月
下
旬

▼
申
込
書
類

職
員
採
用
試
験
受
験
申
込

書
・
受
験
票
・
試
験
要
項
は
、
11
月
２
日

(月
)か
ら
18
日
(水
)ま
で
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
、
政
策
調
整
課

で
交
付
し
ま
す
。
(週
休
日
を
除
く
)

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
Ａ
４
版
白
紙
に
拡
大
縮
小
せ
ず

に
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

11
月
２
日
(月
)か
ら
18
日
(水
)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
間
に
、
次
の
必
要
書
類
に
記
入
し
て

政
策
調
整
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(土

日
を
除
く
)

・
受
験
申
込
書
(押
印
必
要
)

・
受
験
票

・
受
験
職
種
に
応
じ
た
免
許
証
ま
た
は
免
許

状
の
写
し

・
受
験
票
返
信
用
封
筒
(長
形
３
号
封
筒
に
住

所
宛
名
記
入
・
82
円
切
手
貼
付
)

※
窓
口
で
の
受
付
の
み
と
し
ま
す
の
で
、
受

験
者
自
ら
政
策
調
整
課
人
事
係
へ
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
与
そ
の
他
(平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
)

現
行
の
月
額
初
任
給
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
学
卒
　
１
７
４
，２
０
０
円

短
大
卒
　
１
５
４
，８
０
０
円

高
校
卒
　
１
４
２
，１
０
０
円

※
初
任
給
は
、
採
用
前
の
経
歴
な
ど
に
応
じ

て
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
職
務
経
験
期
間
確
認
の
た
め
、
職
歴

証
明
書
な
ど
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

給
料
の
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、

住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手

当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
最
終
合
格
発
表
か
ら
採
用
ま
で

12
月
下
旬
に
発
表
予
定
の
第
２
次
試
験

合
格
者
は
、
翌
年
４
月
１
日
採
用
の
予
定

で
す
。

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　
人
事
係

☎
役
場
内
線
２
０
６
番

来
年
度
入
所
の
保
育
園
児
募
集

来
年
度
の
保
育
所
入
所
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
所
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準

は
、
児
童
の
保
護
者
(同
居
の
親
族
)が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
児

童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
よ
り
ま
す
。

☆
１
カ
月
に
お
い
て
、
64
時
間
以
上
労
働
す

る
こ
と
を
常
態
と
す
る
こ
と
。

☆
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間
も
な

い
こ
と
。

☆
疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く
は
負
傷
し
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

☆
同
居
の
親
族
(長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る

親
族
を
含
む
)を
常
時
介
護
、
看
護
し
て
い

る
こ
と
。

☆
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の

復
旧
に
当
っ
て
い
る
こ
と
。

☆
求
職
活
動
(起
業
の
準
備
を
含
む
)を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
。

☆
就
学
(職
業
訓
練
を
含
む
)。

☆
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、

社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合
。

☆
育
児
休
業
取
得
時
に
、
す
で
に
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
、
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

☆
そ
の
他
、
町
長
が
定
め
る
事
由
。

※
年
度
途
中
で
も
、
福
祉
課
に
て
随
時
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
余
裕
の
あ
る
場

合
は
、
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
　
象

本
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ

た
乳
幼
児
(西
大
和
黎
明
保
育
園
・
や
ま
び

こ
保
育
園
で
は
生
後
３
か
月
か
ら
）

募
　
　
集

募
　
　
集

▼
募
　
集

各
年
齢
若
干
名
(保
育
所
に
よ
り

人
数
が
異
な
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

11
月
５
日
(木
)か
ら
30
日
(月
)

ま
で

▼
問
合
先

福
祉
課
　
児
童
家
庭
係

☎
役
場
内
線
１
４
４
番
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【
総
合
計
画
】「
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ

会
議
」参
加
者
募
集

ー
上
牧
町
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
ー

上
牧
町
で
は
、「
第
５
次
上
牧
町
総
合
計

画
」を
策
定
す
る
た
め
、
公
募
に
よ
る
住

民
、
学
識
経
験
者
や
有
識
者
ほ
か
で
構
成

す
る「
上
牧
町
総
合
計
画
審
議
会
」と
、
町

職
員
で
構
成
す
る「
上
牧
町
総
合
計
画
策

定
委
員
会
」を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
同
計

画
の
策
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
、
総
合
計
画
の
素
案
づ
く
り
に

際
し
て
、
町
民
目
線
で
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
町
の
実
情
と
向
き
合
う
機
会
と
し
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
職
員
な
ど
に
よ
る
、

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

本
町
の
将
来
を
見
据
え
、
幅
広
い
意
見

を
出
し
て
も
ら
い
、
本
町
が
目
指
す
べ
き

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
て

く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
積
極
的

な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

20
名
程
度

▼
開
催
回
数

11
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

期
間
に
お
い
て
４
回
(月
に
１
回
程
度
)の

開
催
を
予
定

▼
応
募
資
格

18
歳
以
上
の
 町
内
在
住
の
か
た

で
、
 ４
回
の
会
議
全
て
に
参
加
可
能
な
か
た

▼
応
募
期
間

11
月
２
日
(月
)か
ら
13
日
(金
)

ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
11
月
13
日
(金
)消
印
有
効

▼
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
政
策
調
整
課
へ
提
出

(郵
送
可
)し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、

政
策
調
整
課
、
も
し
く
は
片
岡
台
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
選
考
方
法

募
集
人
数
を
超
過
し
た
場
合

は
、
提
出
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
き
選
考
し
、

本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

※
報
酬
な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
合
計
画
に
つ
い
て

総
合
計
画
と
は
、
上
牧
町
が
進
む
べ
き

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
見
定
め
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。
本
町
の
特
性
や
課
題
、

そ
し
て
時
代
の
流
れ
な
ど
を
的
確
に
見
極

め
な
が
ら
、
将
来
、
上
牧
町
を
ど
の
よ
う

な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
そ
の
た

め
に
は
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
そ
れ
を
総
合

的
・
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
計
画
で
す
。

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　

☎
役
場
内
線
２
３
８
番

Ｈ
Ｐ
http://w
w
w
.tow
n.kanmaki.nara.jp/

上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
教
室
参
加
者
募
集

☆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
　

▼
と
　
き

11
月
21
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

12
時
ま
で
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館
　
２
階

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
　
30
名

▼
内
　
容

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
指
導

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
保
険
料

２
０
０
円

▼
申
込
方
法

11
月
４
日
(水
)か
ら
19
日
(木
）

ま
で
の
間
に
、
上
牧
第
二
町
民
体
育
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　

▼
と
　
き

11
月
21
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

12
時
ま
で
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
以
上
男
女

▼
募
　
集

小
学
生
チ
ー
ム
・
一
般
チ
ー
ム

(中
学
生
以
上
・
男
女
混
合
可
)　
各
６
チ

ー
ム
(１
チ
ー
ム
　
５
人
制
)

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
保
険
料

２
０
０
円

☆
第
11
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
参

加
を
目
指
す
練
習
生
募
集

長
距
離
を
速
く
走
る
た
め
の
練
習
を
行
い
、

仲
間
意
識
の
向
上
、
交
流
を
は
か
り
な
が
ら

強
化
選
手
を
育
成
し
、
駅
伝
大
会
の
初
入
賞

を
目
指
す
。

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
４
・
５
・
６
年
生

▼
登
録
方
法

上
牧
第
二
体
育
館
で
参
加
登

録
を
し
、
練
習
説
明
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。　

▼
問
合
先

上
牧
第
二
体
育
館
(月
曜
休
館
)

☎
73
ー
８
８
９
６
　
上
牧
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

自
衛
官
等
募
集
案
内

次
の
自
衛
官
等
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

☆
自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間
《
男
子
》年
間
を
通
じ
て

▼
試
験
日
《
男
子
》２
次
募
集
：
11
月
中
旬

☆
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
応
募
資
格

《
推
薦
》翌
年
４
月
１
日
現
在
、
男
子
で
中
卒

(見
込
含
)17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生

徒
会
活
動
に
顕
著
な
実
績
が
あ
り
、
学
校

長
の
推
薦
が
得
ら
れ
る
か
た

《
一
般
》翌
年
４
月
１
日
現
在
、
男
子
で
中
卒

(見
込
含
)17
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間

《
推
薦
》11
月
１
日
(日
)か
ら
12
月
４
日
(金
)ま

で
《
一
般
》11
月
１
日
(日
)か
ら
翌
年
１
月
８
日

(金
)ま
で

▼
試
験
日

《
推
薦
》翌
年
１
月
９
日
(土
)か
ら
11
日
(月
)ま

で
の
指
定
す
る
１
日

《
一
般
》

１
次
試
験

翌
年
１
月
23
日
(土
)

２
次
試
験

翌
年
２
月
４
日
(木
)か
ら
７
日

(日
)ま
で
の
指
定
す
る
１
日

▼
問
合
先

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

☎
０
７
４
４
ー
29
ー
９
０
６
０

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara
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Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
講
座
参
加
者
募
集

６
月
に
引
き
続
き
、
２
回
目
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
は
、
自
分

で
何
か
を
作
っ
た
り
、
修
理
し
た
り
、

装
飾
し
た
り
す
る
活
動
の
こ
と
で
す
。

自
分
自
身
で
作
品
を
作
る
と
い
う
こ
と

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
充
実
感
や
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
趣
味

の
発
見
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
25
日
(水
)　

１
部
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
30
分

ま
で

２
部
　
午
後
２
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で

※
ど
ち
ら
か
お
選
び
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

ユ
ー
ホ
ー
ム
西
大
和
店
　
工

作
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た

※
前
回
参
加
さ
れ
た
か
た
の
お
申
込
み
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
定
　
員

先
着
各
４
名

▼
予
定
作
品

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド

▼
参
加
費

１
，５
０
０
円
(材
料
費
)

▼
服
　
装

手
首
を
ボ
タ
ン
で
留
め
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ャ
ツ

▼
申
込
方
法

11
月
６
日
(金
)８
時
30
分
か

ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
も
し

く
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(２

０
０
０
年
会
館
内
)　
☎
79
ー
２
０
２
０

毎年肝がんで亡くなるかたは３万人以上、そ
のほとんどはB型とC型の肝炎ウイルスが原因
です。B型・C型肝炎ウイルスの感染者は合計
３００万人以上、国民の４０人に１人に当たる
と推計されています。

肝臓は再生機能が強く、状態が悪化するまで
症状が出にくいため『沈黙の臓器』と呼ばれてい
ます。何も症状がなくても肝炎ウイルス検診を
受けましょう。たとえ感染していても、早期に
発見し対処すれば治すことが可能です。

★B型・C型肝炎とは？
B型肝炎：血液や体液を介して感染します。乳

幼児期に感染すると症状がないままやがて慢性
肝炎を発症し、肝硬変から肝がんに進行するこ
とがあります。成人後の感染の多くは性交渉に
よるもので、急性肝炎を発症します。多くは治
癒しますが、一部に慢性化するものがあります。
C型肝炎：血液から感染します。１９９２年に

輸血用血液の検査が始められてからは新しい感
染はほぼありません。症状がないまま経過しま
すが、約７割が慢性肝炎を発症し、そのうち３
〜４割が肝硬変、肝がんへの道をたどります。 

★感染リスクをチェックしましょう
YESが多いほど、肝炎ウイルス感染の危険が

高くなります。
①平成４年(１９９２年)以前に輸血を受けたこ
とがある

②平成６年(１９９４年)以前に血液製剤を投与
されたことがある

③薬物など注射の回し打ちをしたことがある
④いれずみや不潔な器具を使ってピアスの穴を
空けたことがある

⑤長期にわたって血液透析を受けている　
⑥健康診断などで肝機能の異常を指摘されたこ
とがある

⑦４０歳以上で、今までに一度も肝炎ウイルス
検査を受けたことがない

★肝炎ウイルス検診とは？
肝炎ウイルス検診は少量の採血による血液検

査で行い、検査結果は数週間でわかります。た
だし、感染直後は３か月くらい正確な結果が出
ないことがあります。

上牧町では、肝炎ウイルス検診を実施してい
ます。
▼対象者
①本年度４０歳になるかた
②本年度、満４１歳以上となるかたで、過去に
肝炎ウイルス検診を受けたことがないかた

③特定健診で、肝機能の数値に異常があったか
た

▼と　き １１月３０日(月)まで
▼受診方法
①生き活き対策課窓口に身分証明書を持参して
下さい。問診票など必要書類をお渡しします。

②事前に医療機関へ予約をして、必要書類及び
健康保険証を持参して受診してください。

本年度４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０
歳になるかたには受診の案内と問診票をお送りし
ています。そのかたは、直接医療機関へ予約を
し、必要書類および健康保険証を持参することで
受診することができます。
▼費　用 ５００円(７５歳以上のかたは２５０
円、生活保護世帯のかたは無料）

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
●
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●問合先：生き活き対策課 ☎79ー2020  
●ところ：2000年会館内（保健福祉センター）

：(成人) 糖尿病・高血圧・高
脂血症・禁煙・生活習慣を改善
したいなど

ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

★認知症相談
と　き：11月25日（水）
午後１時30分から３時30分まで

ところ：相談室１
申し込み：電話か窓口へお申し込み

ください。当日でも相談できます
が、お待ちいただくかもしれませ
ん。ご了承ください。

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：11月12日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成27年７月４日から８月
７日生まれのかた

10か月児
と　き：11月12日（木)
時間は個人通知します

対象者：平成26年12月９日から27年
１月８日生まれのかた

★妊婦さん集まれ！
２回開催【要予約】

とき・内容：11月20日(金)
午後１時30分から３時まで
妊娠中の食事の話、沐浴体験、妊
婦さん同士の交流　ほか

★乳児相談
と　き：11月６日（金）
午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時15
分までは交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：11月20日（金）

午前９時から11時までと午後１時
30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：11月20日（金)

午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも
お気軽にご相談ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：11月10日（火）
午前10時から11時30分まで

：11月27日（金）
午後１時30分から３時まで

内　容：(乳幼児) 計測、育児や発
達についてなど

12月１日(火)
午後１時30分から３時まで
妊娠中の健康管理やお産が楽にな
る方法など、助産師さんに聞いて
みよう！出産後に役立つサービス
情報　ほか

対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

★乳がん･子宮がん検診(集団)
と　き：11月25日（水)
・乳がん・子宮がん検診のどちらか

を受診のかた
午後１時から１時30分までと午後
２時30分から３時までのどちらか

・乳がん・子宮がん検診の両方を受
診のかた
午後１時30分から２時30分まで

ところ：集団検診室
対象者：（乳がん）40歳以上(1975

年12月31日以前の生まれ)で誕生
年が西暦奇数年生まれのかた

（子宮がん）20歳以上(1995年
12月31日以前の生まれ)で誕生
年が西暦奇数年生まれのかた

検査方法：
（乳がん）視触診・マンモグラフィ
（子宮がん）頸部細胞診・内診
定　員：（乳がん）　先着50名

（子宮がん）先着50名
費　用：1,000円(75歳以上500円）

生活保護世帯のかたは無料です。事
前に生き活き対策課で自己負担金免
除申請を行ってください。

申込方法：11月５日(木)
午前８時30分から電話か窓口でお
申し込みください。

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

大
腸
が
ん
は
、
平
成
24
年
度
に
お
い

て
男
性
で
は
３
番
目
、
女
性
で
は
１
番

目
に
多
い
が
ん
で
す
。
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
２
０
２
０
年
に
は
男
女
合
わ

せ
て
が
ん
罹
患
数
の
１
位
に
な
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の
か
た

は
、
年
に
１
度
は
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

▼
と
　
き

11
月
30
日
(月
)ま
で

▼
対
象
者

今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
か
た

▼
費
　
用

１
，０
０
０
円
(75
歳
以
上
の
か

た
は
５
０
０
円
、
生
活
保
護
世
帯
の
か

た
は
無
料
）

▼
受
診
方
法

検
査
キ
ッ
ト
を
使
い
、
自

宅
で
３
回
分
の
便
を
採
取
し
、
医
療
機

関
で
便
の
潜
血
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。

★
町
内
の
医
療
機
関
で
検
査
キ
ッ
ト
を
受

け
取
る
場
合

生
き
活
き
対
策
課
窓
口
で
問
診
票
を
お

渡
し
し
ま
す
。
必
要
書
類
お
よ
び
健
康
保

険
証
を
持
参
の
う
え
、
医
療
機
関
を
受
診

し
、
検
査
キ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
便
を
採
取
し
た
検
査
キ
ッ
ト
は
医
療

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
で
検
査
キ
ッ
ト

を
受
け
取
る
場
合

検
診
費
用
を
窓
口
で
支
払
い
、
検
診

セ
ッ
ト
(問
診
票
や
検
査
キ
ッ
ト
な
ど
)を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
自
宅
で
便
を

採
取
し
、
12
月
18
日
(金
)ま
で
に
問
診
票

と
検
査
キ
ッ
ト
を
病
院
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
生
き
活
き
対
策
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
　

☎
79
ー
２
０
２
０
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　暖房器具の不具合は、火災や一酸化炭素中毒など大きな事故につながります。取扱説明書をよく

読んで、使用する前に点検とお手入れをし、気になる点は早めに修理しておきましょう。

暖房器具による事故を防ぐために
ー使用前の点検とお手入れをー

電源コード
・潰れたり、皮膜が破れたりしていませんか
・スイッチを入れてコードを動かすと、電源が入ったり切れたりすることはありませんか
・巻きぐせがついているものはきれいにのばしましょう

プラグ
・乾いた布でほこりを拭き取りましょう
・差し込みの刃が曲がったり、がたついたり、キズや、根元のいたみはありませんか
・コード、プラグ、中間スイッチ、コントローラーが熱くなったり、臭いがしたりしませんか

石油ストーブ
・タンク内の古い灯油は抜き取りましょう
・給油口や口金のサビ、変形、破損、芯の先端にタールが付着し固くなっていませんか
・燃焼筒のガラス外筒が欠けたり割れたり、下端部が変形したりしていませんか
・燃焼筒は正しくセットされていますか
・緊急消火(対震自動消火装置)は正常に作動しますか
・反射板や置台にほこりがたまっていたり、前板の下の隙間に紙やビニールが入り込んでいませんか
・油タンク、給油口口金、置き台の表面に油漏れなどはありませんか

石油ファンヒーター
・油タンクの油漏れ、サビ、穴あき、給油口や口金のサビ、変形、破損などはありませんか
・油タンクに灯油を入れ本体にセットした後、置台に油のにじみはありませんか
・燃焼・温風空気取入口(ファンフィルター)にごみやほこりがたまっていませんか　

ガスファンヒーター
・ガスホース(コード)はいたんでいませんか
・ガス栓とガス機器は正しく接続されていますか
・機器の下、フィルター、温風吹出し口にほこりがたまっていませんか

電気毛布・電気ミニマット・電気カーペット
・表面の傷や破れ、変色、ヒーター線の異常(重なり、ループ状、使用上の折りぐせ、露出)はあり
ませんか

★少しでもおかしいと思ったら、使用するのをやめ、販売店やメーカーに相談しましょう

　　マイナンバー制度に便乗した勧誘などにご用心
　マイナンバー制度をかたった不審な電話、メール、手紙、訪問などには
十分注意し、内容に応じて下記窓口に相談してください。

　　☎７６－１００１(上牧町役場)

　　マイナンバー専用窓口(☎内線２９７)　マイナンバー制度に関するお問い合わせ

　　消費生活相談窓口　　(☎内線２６１)　不審な電話や勧誘、手紙などの相談
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5）☎78−9903

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

11月

●買い物は県内で！   たばこは町内で買いましょう。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki.nara.jp/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp

図書館通信
新 刊 紹 介

電気は誰のものか
田中聡著　晶文社

日本で初めての街灯
が灯されたのは明治
15年、電気事業が
開始されてから起こ
った、現代では考え
られない電気にまつ
わる事件やトラブル
を通して、これから
の日本社会のあり方
を論じた１冊です。

でんごんでーす
マック・バーネット著　講談社

友だちのお母
さんから頼ま
れた伝言は「そ
ろそろばんご
はんだからか
えっておいで」、
友だちに伝わ

っていくうちに少しずつ意味がずれて
きて…。最後にきちんと伝わるかな。
伝言ゲームが楽しいお話しの絵本。

ハルカな花
天祢涼著　光文社

様々な悩み事を抱え
る人々の前に現れた
少女「遙」。悩む人々
にバラ、ユリ、トル
コキキョウといった
季節の花とともに、
大切なことを伝えて
くれる少女の正体と
は？不思議な読後感
の残る小説です。

本業とは別に本気で
やっていることはあ
りますか？収入に結
びつかなくてもプロ
意識を持って真剣に
活動している人々
の、休日の「職業」を
紹介し、その魅力を
まとめたルポルージ
ュです。

人形と和食　つれづれ風土記
向笠千恵子著　青蛙房

玩具や信仰の対象と
して古来よりたくさ
んの人形が作られ、
伝統行事とともに伝
えられてきました。
日本各地に伝わるさ
まざまな人形とそれ
に繋がる郷土食・行
事食の奥深さを綴っ
たエッセイ集です。

日曜日のハローワーク
小田豊二著　東京書籍

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
(大
ホ
ー
ル
)

11
月
の
催
し
の
ご
案
内

★11月のお話会ピーターパン★

３日（火）・17日（火）
午前10時30分から

14日（土）・28日（土）
午後２時から

・上牧町ホームページ・図書館
ページから蔵書検索ができます。

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで
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世帯数..............9,790(−６)

男　性............10,965(−５)

女　性............12,099(−16)

合　計 ............23,064(−21)
（　）は前月比

平
成
27
年
９
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
か
た
は
、
広
告
案
を
持
参
し
、

毎
月
５
日
ま
で
に
政
策
調
整
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第１水曜日

午後１時30分〜４時30分
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（予約制・随時予約）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：政策調整課　 役場内線261番
☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第２金曜日

午後１時〜４時
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：奈良弁護士会

0742ー22ー2035

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：政策調整課　 役場内線261番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第２水曜日　午後1時〜3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：徴収課　 役場内線125番

●生活自立相談
担　当：奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
と　き：毎月第２木曜日　午後１時30分〜４時30分

(翌年３月まで）
ところ：役場１階相談室
内　容：生活に困っている、仕事が見つからない、

経済的にお困りのかたへの相談・支援
問合先：奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター

0120ー85ー1225

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員
と　き：毎週火曜日　午後１時〜５時

毎週木曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室
と　き：毎週月曜日　午後１時〜５時

毎週水曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場２階相談室
（河合町での相談もできます）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：政策調整課　 役場内線261番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分〜４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
ところ：①上牧中学校
と　き：11月17日（火）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479
ところ：②上牧第二中学校
と　き：11月９日（月）・30日（月）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線135番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

上牧町役場政策調整課　0745−76−1001
掲載料：1枠  1万円／2枠  2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本

15
11

かんまき広報 かんまき

・

・




